































































































































































































































































































































































































































































（３２） 岩下壮一『岩下壮一全集 第８巻 救ライ五十年苦闘史』中央出版社、１９６２、２５３頁および岩下壮一
「療養所のところどころ」『愛生』２（３）、長島愛生園慰安会、１９３２、８頁。
（３３） 藤野豊や荒井英子が岩下を積極的な「民族浄化の高唱者」として断罪するのも、それが実際は妥当
性を欠く解釈に過ぎないものであるとはいえ、限られた文献の字句どおりの分析に基づく結果であっ
たと考えれば一応は納得がいく。藤野豊『日本ファシズムと医療――ハンセン病をめぐる実証的研究』
岩波書店、１９９３、１１１頁および荒井英子『ハンセン病とキリスト教』岩波書店、１９９６、２２－２３頁。
（３４） 岩下前掲（３２）書、２５２頁。
（３５） 同上。なお、社会福祉発達史的な時期区分では、〈社会事業〉は〈慈善事業〉の時期から明治末・大
正初期の〈感化救済事業〉の時期を経て大正半ばに始まり、①社会問題への対策として、②救貧から
防貧へ、③私的事業から公的事業へ、④任意的救済から義務的救済へ移行していく点をその特徴とし
ていた。
（３６） 日蓮宗宗務院教務部編『日蓮宗の教え――檀信徒版宗義大綱読本』日蓮宗新聞社、２００１、２８頁。な
お、日蓮の著述「顕仏未来記」によれば不軽の２４字（漢文）と「妙法蓮華経」の５字とはその意図す
るところが同じであるという。戸頃重基・高木豊校注『日本思想体系 １４ 日蓮』岩波書店、１９７０、
１７０頁。
（３７） 中村元・福永光司・田村芳朗・今野達編『岩波仏教辞典』岩波書店、１９８９、７１頁。
（３８） 梶山雄一『「さとり」と「廻向」――大乗仏教の成立』講談社、１９８３、１６１－１６２頁。
（３９） 廻向における布施者の主体性の重要さについては、桜部建「功徳を回向するという考え方」『仏教セ
ミナー』２０、大谷大学仏教学会、１９７４、９７頁参照。
（４０） 常不軽菩薩の故事の概略は、次のとおりである。像法の時代におごり高ぶった比丘たちが勢力を得
て仏法を破壊していたとき、常不軽と名づけられたひとりの菩薩が登場し、何ら経文や教えを説くこ
となく、出会う人すべてに対して彼らが本来もっている仏性ゆえに「あなたを軽蔑しない」と述べ、
修行することを勧めるとともに合掌礼拝を続けた。声をかけられた者たちは彼の礼拝行に腹を立て、
彼に罵詈雑言を浴びせかけ、投石に及んだが、それでも彼は怒らず永きに渡って礼拝行を続けた。常
不軽の臨終に当って、彼は天から『正しい教えの白蓮』という経説を耳にした。すると、彼はすぐに
六根清浄を得るとともに、その寿命を延ばした。罵った人々は常不軽が得た神通力と着想力と知恵の
力に感服し、『正しい教えの白蓮』の経説を聴くことを願った。それで、彼らはその経説を聞き、皆
悟りを得ることができた。坂本幸男・岩本裕訳注『法華経（下）』岩波文庫、２００９、１２９－１４１頁。
（４１） 前掲（２１）記事、２０頁。
ふたりの宗教家にみる功徳の転換性の様相
―３１―
（４２） 前掲（３７）書、４２７頁。なお、日蓮は「開目抄」の中で「無智・悪人の国土に充満するときは摂受を
先とする。安楽行品のごとくである。邪智・謗法の者多いときは、折伏を先とする。常不軽品のごと
くである」と述べて、倫理思潮の成熟度に応じた〈折伏〉と〈摂受〉の使い分けについて説明すると
ともに常不軽品が〈折伏〉の典型であると指摘している。紀野一義編『日本の名著 ８ 日蓮』中央
公論社、１９７０、２９４頁。
（４３） 前掲（１４）書、２８５頁。
（４４） 前掲（１９）書、６２－６３頁。
（４５） 前掲（４０）書、１３６頁および前掲（３９）論文、９６頁。
（４６） 前掲（１４）書、１５５頁。
（４７） 前掲（３９）論文、９６頁。
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